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学校給食における県内産食材の使用状況及び取り組みについて

学校給食における県内産食材の使用状況及び取り組みについて、別紙のとおり報告し

ます。

平成２２年５月２７日

鳥取県教育委員会教育長 横 濵 純 一



学校給食における県内産食材の使用状況及び取組について

スポーツ健康教育課

１ 県内産食材使用率の推移

○ 平成１３年度から伸びてきている県内食材の使用率が、平成２１年度は５７％となった。

（市町村ごと、品目ごとの状況は、別添資料のとおり）
【県平均】

年 度 13年度 14年度 15年度 16年度 17年度 18年度 19年度 20年度 21年度

使用率 ３７％ ４１％ ４７％ ４９％ ５０％ ５３％ ５４％ ５４％ ５７％

〔知事マニュフェスト 平成２２年度：６０％〕

２ 平成２１年度の取組

○ 栄養教諭･学校栄養職員の研修会等で県内産食材を使用した献立作成の働きかけ

○ 市町村、学校給食関係者、ＪＡ、生産者団体、農林水産部等と地産地消推進について意見

交換会（地産地消推進会議）を実施

○ 学校栄養士協議会へ「食育月間」「県民の日」「全国学校給食週間」の取り組み等を働きか

け

○ 鳥取県学校給食会に委託して実施した学校給食フォーラムで県内産食材の啓発

○ 県内産食材の使用率が低い市町村へ働きかけ（農林水産部局等との連携）

○ 全国食育推進交流シンポジウムの誘致と開催

○ 財団法人鳥取県学校給食会を中心として、これまで農畜産物や水産物などの県内産食材を

使用した商品を開発。冷凍野菜などの商品開発では、引き続き協力を行う。

学校給食用に開発した商品

平成18年度

まで

乾燥しいたけ、鳥取県産らっきょう、鳥取県産丸大豆濃口醤油、鳥取県産おかわり

くん使用発芽玄米、境港産煮干し、県産大豆使用こおげ味噌、県産赤いか短冊、赤

いか団子、県産有頭干しハタ、生乳ヨーグルト、梨シャーベット、荒挽きポークウ

ィンナーなど

平成19年度～

20年度

冷凍モロヘイヤ、冷凍ブロッコリー、冷凍にんじん、冷凍ほうれん草カット、たけ

のこ水煮、さわら切り身、さわら味りん干し、薄味オール豆、サッポロ豆

平成21年度 水煮大豆、冷凍わかめ、冷凍さといも

３ 課 題

○ 大規模調理場では、必要な食材がそろわない

（生産農家の確保及び拡大。食材の計画的安定供給の構築が必要）

○ 食材の流通体制が十分整っていない

○ 県内産食材の中には価格が高いものもある

○ 県内産食材を一次加工する施設が少ない

４ 今年度の主な取組

○ 学校給食県内産食材活用推進コーディネーターを県学校給食会に１名配置

（ＪＡ等関係機関との連絡調整、需要と供給の課題解決に向けた方策の検討及び市町村へ

の働きかけ など）

○ 地産地消率向上のための市町村の取り組みに対し助成

○ 地産地消推進について、栄養教諭、学校栄養職員との意見交換会の実施

○ 栄養教諭、学校栄養職員を対象に県内産食材を使用した調理講習会の実施

○ 関係機関等による地産地消推進会議の開催（年２回）
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